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　中小企業団体中央会は、各都道府県に一つ設置された47の都道府県中央会と、中央に全国中
央会があり、中小企業等協同組合法に基づき、中小企業組合の連携支援機関として設置されて
いる団体で、組合等を会員として、国・県の助成金等により運営され、組合及び中小企業の健
全な発展を図ることを目的としています。
　佐賀県中小企業団体中央会の主な事業は次のとおりです。

1 支援事業

2 金融の相談・あっせん

3 教育・情報提供事業

4 調査・研究事業

5 組合助成事業

6 共済事業

7 青年部活動

8 建議・表彰・親睦・その他

●組合設立　　　　　中小企業の組織化に関する一切の支援
●窓口相談　　　　　組合並びに組合員の運営・経理・労働・金融・税務・情報化等の相談
●巡回相談　　　　　指導員の巡回による組合運営等の支援
●労働相談　　　　　労働問題全般についての支援
●個別専門指導　　　弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・各コンサルタント等の専門家による指導

●金融あっせん　　　商工中金をはじめ政府系金融機関等への事業資金の融資相談
●共同施設設置相談　中小企業高度化資金の導入指導等
●制度金融の相談　　組合共同事業資金等の県の各制度資金等の相談

●講習会・研修会の開催　　●情報の提供　　●教育器材の貸出　　●情報連絡員の設置

●各種実態調査　　●研究会等の開催　　●各種委員会・懇談会の開催

●中小企業連携組織等支援事業　●組合等の情報化対策事業　
●小企業者組織化指導事業……以上の事業の経費に対する助成

●中小企業倒産防止共済制度　　●特定退職金共済制度　　●総合保障共済制度
●企業年金保険制度　　●所得補償制度　　●中小企業オーナーズプラン　　●中小企業PL保険制度
●火災共済制度　　●自動車事故見舞金共済制度　●個人情報漏えい賠償責任保険制度

●中小企業青年経営者・後継者の資質の向上のための研修会の開催やそれに対する助成

●中小企業対策の強化・推進のために国・県等に対する建議陳情
●事業運営の優秀な組合及び功労役職員の表彰、国・県に対する表彰者の推薦

「SAGASAKE」（佐賀県酒造組合）
アドレス：http://www.sagasake.or.jp/

組合ホームページ探訪

　皆さんは、「日本酒で乾杯」条例をご存知でしょうか？酒席の乾
杯は日本酒でしましょうという趣旨の条例で、今年６月、都道府
県レベルとしては佐賀県が全国で初めて制定したものです。これ
から年末年始を迎え、お酒を飲む機会も増えると思いますが、是
非この条例の事を思い出して、乾杯は佐賀県産の日本酒で行いた
いですね。今回は、そんな時に役立つ組合ホームページをご紹介。
「佐賀酒総合情報サイトＳＡＧＡＳＡＫＥ（佐賀県酒造組合）」で
す。蔵本の事から、どこで飲めるか、イベントまで、ここで佐賀
の酒のすべてがわかるホームページとなっています。
　今年の冬はまず日本酒、それも佐賀の酒で乾杯♪しましょう。



「組合の原点・協調と相互扶助の精神で、
� 次の四半世紀を見据える」

　佐賀県物流センター協同組合　理事長　大岡秀利　氏

―組合の概要についてお聞かせください。

大岡　私ども佐賀県物流センター協同組合は、神埼市神埼町に
拠点を構える組合です。県内の中小トラック運送事業者の経
営の合理化・近代化を図る為、九州の物流の要衝である鳥栖
インターに近い県東部地区に共同で物流の一大拠点を作る事
で、これの一助としようという目的で、平成２年２月に法人
組織として設立されました。
　　現在組合員は５社です。物流センターという名の通り一種

の団地組合ですので、組合員が極端に増減する事はなく、組
合組織としては安定している方だと思います。組合の事業は、
物流センター施設の管理運営、組合員の為にする資材の共同
購買事業、共同受注や金融事業ですが、これら共同事業の中
で私達にとって一番大きいメリットをもたらすものが「燃料
の共同購買」です。皆様ご承知の通り、現在原油輸入価格が
かつてないほどの値上がりを見せており、私ども運送業経営
における欠かせない要素の一つでありますトラックの燃料で
ある軽油も、高値を更新し続けています。そうした状況の中
で、共同購買事業により燃料を組合でまとめ買いする事で、
市価よりも安い価格で入手することが出来、組合員企業の大
きな経営アシストになります。これはまさに組合員である事
の直接のメリットですね。

―確かに燃油の高騰は深刻ですね。燃料価格のほか、県内の運
送業界に関して課題・問題などをお教えください。

大岡　これは、県内だけに限った問題ではないのですが、燃料
の高騰問題と関連し、来年４月から８％に引き上げが決定さ
れた消費税の増税による景気の減速で物の流れが悪くなり運
送事業者の経営状況の悪化が懸念されています。また、運輸・
旅客自動車に絡む事故など社会問題の解決のため、貨物自動
車運送事業法の改正により、各支社に24時間体制で運行管
理者を置かねばならなくなった事など、直接費である人件費
圧の増大による管理費コストが激増し、これも経営に大きな
影を落とすようになりました。さらに、運転免許制度におけ
る運転区分見直しによる人手不足が深刻です。

―詳しくお教えください。

大岡　ご存知かも知れませんが、2007年に運転免許の免許区
分の見直しが行われ、今の若者が免許を取得しても、普通免
許では車両総重量５トン未満のトラックしか運転できなくな
りました。それ以前の普通免許で許されていた「車両総重量
８トン未満までＯＫ」という事ならば、私どもが主力として

いるトラックにすぐに乗ってもらう事ができましたが、総重
量５トン未満となると、乗れるトラックが殆どなくなってし
まいます。新たに創設された中型免許を取得すれば当然運転
は出来るのですが、普通免許をとってから２年間は中型免許
の受験資格がなく、結局若手のドライバーの確保が非常に難
しくなってしまいました。若い世代が入ってこない為に、ド
ライバーの確保が難しく、結局今在籍しているドライバーさ
んに過度の負担を掛けるような状況が出始めています。この
まま人手不足が続くと経営が成り立たなくなるところも出て
くるのではと思われます。

―お話をお聞きすると、組合内部の問題よりも経済情勢や法
律・制度といった、より大きな側面から課題が山積している
ようですね。

大岡　おっしゃるように、運送業界は実に多岐にわたる懸案が
あるのが現状です。さきほど例示した課題のどれ一つとって
みても、私どもの組合が単独で解決できるものではありませ
ん。資材や燃料の共同購買等、共同事業を工夫して「ささや
かな抵抗」を試みるくらいの事しかできません。しかし、経
済や法律や制度の問題とはいえ、手をこまねいているわけに
はいきません。まずは私ども佐賀県物流センター協同組合で
意思統一をし、県内の同業種組織であります「佐賀県トラッ
ク協会」「佐賀県貨物自動車事業協同組合」などとも協力して、

「健全な社会経済の発展」の観点から、業界としての意見を
政策に反映していただくように訴える努力を継続していると
ころです。

―大岡理事長は、今年の５月の総会で理事長に選任されたとお
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聞きしましたが、大変な時期に就任されましたね。

大岡　はい。今、組合の事をお話ししておりますが、正直な事
を申しますと、組合組織から外部的な懸案に至るまで、内外
の諸事について全体の事を改めて整理しながら理解している
途中なのです。実は、私は「社長業」でみると、物流センター
の組合員企業の経営者の皆様方に比べると「後輩」であり、
理事長の就任前には、本来ならば理事長職を拝命する事は考
えられないと思っていました。ですが、他の組合員の皆様の
激励とアドバイスにより、何とか理事長をさせていただいて
います。

―佐賀県物流センター協同組合の組合員さん同士、とてもいい
関係にあるようですね。

大岡　そうですね。私のような素人理事長に対しても、組合員
の皆様は陰に日向に非常に協力していただいており、お陰様
で組合の仕事に関しては「とてもやりやすい」と感じています。

―組合員から気持ちよく組合運営に協力いただける、その秘訣
はどこにあるのでしょうか。

大岡　冒頭に申しましたとおり、まず組合が組合員に対して「組
合員であるメリット」をしっかり提供できている事が大きい
ですね。また、同じ運送事業者同士という「同業者の組合」
でありながらも、それぞれが得意分野を持ち互いの領域を侵
さないようにやっていこうとしているからではないでしょう
か。これは組合組織を「媒介」として、組合員同士が折ある
ごとに密なコミュニケーションをとることにより成立してい
る事ではないかと思います。協調精神を忘れずに、堅実な企
業経営を行う。その為には、特に組合員企業同士のコミュニ
ケーションが大事になります。私どもの組合は大所帯ではな
いことで、組合員同士コミュニケーションがとりやすい組織
であった事が幸いしていると思います。相互扶助と協同とい
う、まさに、いい意味での組合組織の原点がここにあるので
はないでしょうか。

―組合員企業同士のお付き合いも深い。

大岡　本組合では、幾つか事業部会を持っているのですが、そ
の中の一つに若手後継者等若手の社員を中心にした青年部会
があり、彼らを中心として物流センター内の企業経営者・社
員の交流の為のボーリング大会や忘年会、２年に一度の視察
旅行など様々な企画を実施しております。こうした日頃の地
道な活動の積み重ねが、円滑なコミュニケーションの雰囲気

を支えているのではないでしょうか。

―なるほど、まさに理想的な組合組織というわけですね。とこ
ろで、理事長のプライベートについて少々お聞かせください。
お好きな事、趣味などはなんでしょうか。

大岡　ゴルフですね。ゴルフは競技としての魅力も勿論大きい
のですが、何と言ってもプレイヤー同士の「人間関係」を円
滑にするための「コミュニケーションのツール」としても非
常に秀逸なものだと思います。さきほどの、コミュニケーショ
ンが大事という話とも関係するのですが、私自身、組合員の
皆さまや取引先とのラウンド、社内コンペなどを通じて、「ゴ
ルフによるコミュニケーション」を積極的に実践していると
ころです。

―なるほど。コミュニケーションを大切に思われる理事長の思
いが良く伝わってきます。その他に最近感銘を受けたもの、
面白いと思ったものなどがございますか。

大岡　そうですねぇ、定番的でちょっとお恥ずかしいのですが、
最近はドラマ「半沢直樹」にハマっていました（笑）。どん
な状況でもあくまで自らの信念を貫き通す主人公の姿を見
て、男として自分がそういう生き方をしているのか、あるい
は、「いざ」という時にそれが出来るのか、あのドラマは自
らを顧みるきっかけを与えてくれたような気がしますね（笑）。

―最後に、理事長としての矜持、抱負をお聞かせください。

大岡　矜持というほどではないですが、お話ししてきました通
り、私は社長業として一番の後輩なので、理事長と言われて
もムズ痒いところがあります。ですから、新しい事を含めて、
組合事業を実施するにあたっては、第一に組合員の皆様に一
番喜ばれる事を考え、あくまでも組合員の皆様と同じ目線の
高さで考え、協同精神を忘れずに職責を全うしたいと考えて
います。佐賀県物流センター協同組合も、あと２年で設立後
25年、四半世紀を迎えます。知り合いから「一生懸命」と
いう書をいただき飾っていますが、その言葉を胸に、次の四
半世紀の間もゆるぎない組合とすべく、その基礎づくりに貢
献していく覚悟です。佐賀県物流センター協同組合は５社の
組合員ながら、それぞれが様々な専門を持つ運送のスペシャ
リスト集団です。個人のお引っ越しから専門輸送まで、各種
運送を行う事が出来ますので、是非組合までご相談ください。
よろしくお願いします。

―ありがとうございました！

■佐賀県物流センター協同組合	 神埼市神埼町竹３２３４−３	 ☎０９５２−５３−５３４８
　　○佐賀運輸㈱	 佐賀市鍋島町大字八戸３０１０	 ☎０９５２−２３−８７９７
	 神埼市神埼町竹３２７７−３	 ☎０９５２−５３−２３３０（※連絡はこちらへ）
　　○佐賀梱包運輸㈱	 佐賀市鍋島町大字八戸３０５０	 ☎０９５２−２９−３１７１
	 神埼市神埼町尾崎４０９３−２	 ☎０９５２−５２−８０３０
　　○㈱ハラダ物流	 神埼市神埼町尾崎４０９３−６	 ☎０９５２−５３−１１０５
　　○㈱バンボード運輸	 佐賀市嘉瀬町大字十五３４２−５	 ☎０９５２−２４−６２３１
	 神埼市神埼町尾崎１８１２−３	 ☎０９５２−５３−３６８８
　　○深川運送㈱	 佐賀市白山一丁目８−２２	 ☎０９５２−２２−５２１４
	 神埼市神埼町竹３２７７−２	 ☎０９５２−５２−８０５８
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　平成２５年１０月２４日（木）、第６５回中小企業団体全国大会が「～つながる絆、ひろがる未来～組合　絆　
ルネサンス」をテーマに、滋賀県大津市「滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール」で開催されました。
　大会には全国から中小企業団体の代表者約２，２００名（うち、本県からの参加者は１８名）が参加し、松島み
どり経済産業副大臣、髙鳥修一厚生労働大臣政務官、櫻庭英悦農林水産省大臣官房審議官、嘉田由紀子滋賀
県知事、越直美大津市長、杉山秀二商工中金代表取締役社長、金基文韓国中小企業中央会会長よりそれぞれ
ご祝辞を、政党代表として、うえの賢一郎自由民主党税制調査会幹事、富田茂之公明党団体渉外委員長（衆
議院経済産業委員長）からご挨拶を頂戴した後、『中小企業の実態に十分配慮した社会保障制度の見直し』『東
日本大震災の産業基盤の再生加速』『実感ある景気回復と経済成長の実現』『組合等連携組織対策の充実強化』
『中小企業の投資・雇用を拡大する税制・金融支援の拡充』『快適なまちづくり等商業・サービス業振興対策
の強化』の６つのスローガンを掲げて、中小企業施策に関する１５項目の決議、および大会宣言が採択され
たほか、優良組合３４組合・組合功労者６９名・中央会優秀専従者４３名が表彰されました。また、大会の最後に、
次回第６６回中小企業団体全国大会を来年１０月２３日（木）に東京都にて開催することが決定され、盛会裏に
終了いたしました。
　また、会場の中と外では、滋賀県を代表する物産展が開催され、滋賀県を代表する「ご当地キャラ」のひ
こにゃんが出迎えるなど楽しい演出がなされており、参加者にとっては、短いながらも充実した時間となり
ました。
　お忙しい中、中小企業団体全国大会にご出席いただいた本県関係の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

～　大　会　決　議　～
Ⅰ．実感ある景気回復と経済成長の実現　
１．デフレ脱却のための成長戦略の具現化
２．東日本大震災からの復興の継続支援の拡充　
３．	原発事故克服への対応　
４．	中小・小規模企業の連携・組織化支援政策の強化
５．	中小企業団体中央会の支援体制の強化・拡充
６．公正な競争環境の整備
７．官公需対策の強化
８．海外展開支援・ＴＰＰへの的確な対応

Ⅱ．中小企業の活力強化　
１．	中小企業金融機能の拡充と成長戦略を具現化する
金融支援の強化

２．設備投資の促進等中小企業関係税制の拡充
３．消費税引上げ実施に向けた万全な対策の実施
４．	商店街等及び中小小売商業の活性化支援の拡充
５．中小流通業・サービス業振興対策の強化
６．社会保障制度の見直し
７．	中小企業の実態を踏まえた労働・教育対策の推進

 ※各決議内容の詳細につきましては、全国大会の際に配布された決議（案）の冊子に記載されております。
 全国中央会ホームページ（http://www2.chuokai.or.jp/hotinfo/65ketsugi.pdf）からも確認できます。

第65回
中小企業団体
全国大会
盛会に開催
～15項目の
　中小企業対策・
　景気対策決議を採択～
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■■■全国大会表彰・本県関係の被表彰者■■■

優良組合

小城羊羹協同組合
理事長　村岡　安廣 氏

組合功労者

佐賀県青果食品商業協同組合連合会
会長　岩永　敏機 氏

中央会優秀専従者

連携企画部主任　舛田　　宏

大会参加
スナップ
写真

被表彰者の皆様、おめでとうございました

ホテルまで、ひと時ローカル線の旅 お疲れ様！翌日の研修に備えて燃料補給です

２４日（木）に、全国大会参加を無事に終え、大会参加ツアー一行は、２日目、３日目の研修へ向かいます！台風が２つも発生し、接近する中、果たしてどうなるのか！？

会場ではひこにゃんがお出迎え 万歳にて無事大会終了！

4



参加者
の皆さ

ま

お疲れ
さまで

した！

2013．
10．26

研修日（２日目）午前中は残念ながら雨…

二見興玉神社参拝と夫婦岩。ほどよい（？）荒れ具合が風情を醸します

いよいよ２日目、伊勢神宮参拝です。外宮古殿地

台風の影響からの雨に煙る彦根城

夫婦岩前で記念写真

外宮正殿。参加者一同で「御垣内特別参拝」が出来ました

参拝記念に正殿前で記念撮影
御垣内特別参拝時には、雨も上
がりとても素晴らしい参拝がで
きました。また、「古殿地拝観」
は２０年に一度、このタイミング
でしか出来ない、またとない機
会であり、参加者一同興味深く
古殿地を見学し、意義深い修養
をする事ができました。
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　去る９月５日（木）、第５６回中小企業団体九州大会（於　長崎ブリックホール）の開催に併せ、
午前中に「九州ブロック中小企業青年中央会　代表者会議」が、大会終了後には、九州・沖縄各県
内の組合青年部が一堂に会し交流を深めることを目的とした「青年部の集い（於　グラバー園）」
が開催されました。
　青年部の集いでは、主催県である長崎県中小企業団体青年部　田川会長の挨拶の後、全国中小企
業青年中央会　上山会長（宮崎県より選出）の乾杯を皮切りに交流会がスタートし、「中国獅子舞」「変
面」「ベリーダンス」と盛り沢山の余興で会場が大いに盛り上がったところで、各県のＰＲタイムに
突入。本県も渕上会長始め多数の参加者にステージにお集まりいただき、佐賀県のＰＲをしていた
だきました。
　お蔭をもちまして、年に一度の素晴らしい交流会となりました。本県からは開催地長崎を除く７
県で最も多い３０名の組合青年部員にご参加いただきました。ご参加いただきました皆様、ありが
とうございました。
　なお、来年度は熊本県にて開催される予定です。

佐青中通信
2013.12

九州ブロック青年部の集い
盛会に開催

代表者会議の様子 上山・全青中会長（宮崎県出身）のご挨拶

伝統芸能からフラまで、交流会を盛り上げます

九州各県の参加者の皆さんと盛り上がり、友好を深める事ができました
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　平成２５年１１月８日（金）、三重県四日市市「四日市都ホテル」におい
て、平成２５年度組合青年部全国講習会（主催：全国中央会）が開催さ
れました。本講習会は、組合の若手経営者・後継者等に対して全国レベ
ルでの研修・講習を実施し、スキルの向上並びに全国の青年部員同士の
ネットワーク構築を目的として年に一度開催されているもので、今年度
は全国からおよそ２５０名（本会からは渕上会長と事務局の計２名）が参
加しました。
　講習会は二部構成となっており、第一部の講演会では、井村屋㈱の浅
田会長が「特色経営のあゆみ　～人のやらないことをやる～」をテーマ
に講演。第二部の研修会では、ワールドカフェ方式ディスカッションと
して、「青年部に入って良かったこと」をテーマに意見交換を行いました。
　講習会に先立ち開催された「全国代表者会議」では、全国７ブロック
から選出された代表県が「青年部事業の取組に関する事例発表」を行い、
九州・沖縄ブロックを代表した宮崎県中小企業団体中央会青年部・中村
鉄兵会長の発表は参加者の投票により見事 “優秀賞”（最優秀賞：岡山
県・優秀賞：宮崎県＆徳島県）の栄誉に輝きました。

平成２５年度組合青年部全国講習会開催

佐賀県中小企業青年中央会
会　長　渕上史貴（佐賀青果食品（協）青年部部長、有限会社渕上青果・代表取締役）
会員数　３4名
　佐賀県中小企業青年中央会は、県内経済の次代を担う中小企業組合の青年経営者、若手後継者等の育成
を主な目的として昭和５１年に結成されました。現在、それに留まらずに、互いに交流を深め意見を交換し
ながら、業種の垣根を超えたビジネスの創出、ビジネス・マッチングを目指し活動しています。本会の趣
旨に賛同していただける未加入の組合青年部がございましたら、是非ご紹介いただき、また入会をお勧め
ください。
　お問い合わせは事務局０９５２－２３－4５９８（中央会内）まで。

▲「あずきバー」でお馴染みの
井村屋㈱浅田会長の講演

▲九州・沖縄ブロックでＰＲタイム
　「九州はひとつ」の精神で全国
に九州を強力アピール中

パパママ “ファイティン”サポート事業
■企業に専門家（社会保険労務士）を派遣して、子育てしやすい職場環境づくりをお手伝いします。
　◦対象事業所／佐賀県内の事業所　
　◦事業所訪問モデル例	 ①専門家（社会保険労務士）が訪問し、両立支援の現状を把握
	 ②	労務管理状況の確認と従業員の要望の分析を行い、事業所に合った両立支援策を提案
	 ③	一般事業主行動計画の策定・見直し、就業規則等の変更、国の助成金（例：子

育て期短時間勤務支援助成金）の活用に係る助言
　◦専門家の派遣費用／無料
　◦１社あたりの訪問回数／３回程度
■事業所内保育施設の設置を希望する事業所にも、別途専門家を無料で派遣します。
　設置費や運営費、設置施設に関する課題などを助言します。（原則、設置する・しないを判断されるまで）
問合せ先　佐賀県雇用労働課　☎０９５２−２５−７１００

子育てパパの応援企業奨励金
佐賀県内にお住まいの男性従業員が育児休業を取得した佐賀県内事業所の事業主に対し、奨励金を支給する制度です。
問合せ先　佐賀県男女参画・県民協働課　☎0952−25−7062

418（しあわせいっぱい）プロジェクト

ホームページ　http://www.pref.saga.lg.jp/sy-contents/418project/

県ではこんなサポートも行っています
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　精勤手当、通勤手当、家族手当及び時間外割増賃金は算入されません。
　特定（産業別）最低賃金は、別途決定されますが、陶磁器・同関連製品製造業については、
平成２５年1０月２6日以降は、新たな陶磁器・同関連製品製造業の特定最低賃金が発効するま
では、664円の佐賀県最低賃金が適用されます。

詳しくは、佐賀労働局労働基準部賃金室または最寄りの労働基準監督署へ
　　　　　☎０９５２－３２－７1７９

改定しました　佐賀県最低賃金
平成25年10月26日から　１時間　664円（改定前653円）

佐　賀　☎０９５２－３２－７1３３
唐　津　☎０９５５－７３－２1７９
武　雄　☎０９５4－２２－２16５
伊万里　☎０９５５－２３－41５５

　本会では、消費税改正に伴い、組合等が直面する諸問題に対応するため、次のような事業を行います。

１．講習会の開催
　中小企業組合等の役職員等を対象とした講習会を複数回開催予定です。なお、開催日等については、別途
ご案内します。

２．個別相談窓口の設置
　本会に相談窓口を２月末まで常時設置し、中小企業組合等から寄せられる消費税率引き上げや制度改正等
に関する相談について応じます。
　また、本会だけでは対応困難な、より高度で専門的な相談内容については、専門家による無料相談を行います。

３．専門家の派遣
　地理的条件、日程等により講習会に参加できない、あるいは転嫁・表示カルテル等特別に専門家の個別支
援を希望される中小企業組合等には、専門家の派遣を無料で行います。

問合せ先　佐賀県中小企業団体中央会　総務部　☎０９５２−２３−４５９８

お気軽
に

ご相談
くださ

い！！

中央会 組合等
①講習会開催案内

②講習会参加申込

③	中央会だけでは解決困難な高度・専門
的な相談については、専門家との日程
調整後、改めて相談日を決定

中央会 組合等
①相談

②対応

中央会 組合等
①専門家派遣要請

②日程調整、派遣依頼
③派遣

専門家への相談

専門家

消費税転嫁対策のためのご案内
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　今年で３３回目となる唐津焼展が平成２５年９月１９日（木）から９月２３日（月・祝）までの日程で
開催されました。この展示会は、「４００年の伝統」を誇る唐津焼を現代に展開している１９の窯元が、
個性溢れる独自の表現を目指して日々精進している成果を広く披露する為に一堂に会して展示・即
売をするものです。
　総計約６０００点にも上る様々な作品が展示され、来場者の目を楽しませる各窯元の展示ブースの
ほか、「特別展示」として窯元自慢の代表作を集めた逸品展のコーナーや、ロクロの実演など、来場
するだけでも唐津焼を深く広く楽しめる催しに、焼物愛好家のみならず、外国人を含めた観光客ま
で幅広い層の来場者がそれぞれお気に入りの一品を見つけようと熱心にブースを回る姿がみられま
した。この他、「お楽しみ抽選会」や３００円で唐津の茶の湯を楽しめる「呈茶席コーナー」など、盛
り沢山の内容で来場者を笑顔にしていました。
＜唐津焼展・唐津焼に関する問合せは：唐津焼協同組合　☎０９５５−７３−４８８８まで＞

　「ちゃばら（CHABARA）AKI-OKA　MARCHE」は、
東京都千代田区神田（秋葉原と言った方がイメージがし
易いでしょうか）、ＪＲ秋葉原駅～ＪＲ御徒町駅間の高
架下に２０１３年７月５日（金）に開店した、日本の食文
化を発信する施設です。
　施設の中には「東京ではここでしか手に入らない」日
本全国の名物、いわゆる「良いもの・美味いもの」を集
めた「日本百貨店」があります。佐賀県中小企業団体中
央会の会員でもある協同組合佐賀逸品会さんがここで組
合員の「逸品」を出店をされています。場所は秋葉原Ｕ
ＤＸのすぐそば、近くにはＡＫＢ劇場やガンダム・カフェ
といった全国に名だたる施設が並び、首都圏在住者や東
京に集う観光客向けに商品ＰＲをする場所としてはとて
も良い立地となっています。また、佐賀県のみならず全
国の各地の物産も見られるので、見ているだけでも楽し
い施設となっています。東京に出張された際には是非一
度、お立ち寄りになられてはどうでしょうか。

第３３回伝統工芸唐津焼展開催！

「協同組合佐賀逸品会」
東京・秋葉原のショップに出店中

組合トピッ
クス

▲

出
展
窯
元
の
一
つ
、
唐
津
市

浜
玉
町
の
「
菅
ノ
谷
窯
」
の

若
き
作
家
・
舛
田
剛
さ
ん

場所　ＪＲ山手線・京浜東北線・秋葉原駅　電気街口より徒歩約１分
☎０３−３２５８−００５１（日本百貨店しょくひんかん）

9



「九州まちの修理屋さん」の
登録店を募集しています募集！！

　家電や衣類、各種生活用具等が壊れた場合に、現代では新しいものを買った方が安い、あるい
は修理を頼む先がわからないとして廃棄する場合が多いと思います。しかし、エコの観点から修
理して使う事が見直されつつあります。そこで、九州７県では、壊れた物を簡単に捨てず修理し
て長く使う、「もののリペア（修理）」を推奨する取り組みとして、各県内の修理店や物を大切に
使う工夫などを紹介する「九州まちの修理屋さん」事業を実施します。
　この取り組みの実施にあたり、佐賀県では、「修理屋さん」として登録するお店を募集しています。
　登録対象店舗は、佐賀県内に所在する店舗のうち、一般的に修理可能な家庭用品（登録制度の
ない動産）」のうち、美術品、収集品及び骨とう品を除くものの修理を取り扱っている店舗である
こと（自動車の修理は対象外となります）。また、代表者又は役員が暴力団員ではないこと又は暴
力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しないこととなっています。
　申込期限は、平成２７年３月３１日（火曜日）まで（登録の期限は平成２８
年３月３１日（木曜日）まで）。
　申込み方法は、「九州まちの修理屋さん登録申込書（様式第１号）」（県ホー
ムページからダウンロードできます）に店舗外観の分かる写真もしくは写
真データを添えて佐賀県循環型社会推進課に提出してください。（郵送また
はE-mailのいずれかでお申し込みください。）
　なお、登録されますと、店の情報が佐賀県のホームページに掲載され、
広く県民の方へ告知されます。

項　　目 細　　　目

台所用品及び食卓用品 調理用品、料理用具、飲食器、食糧貯蔵器具　等

衣服 外衣、下着、寝衣、靴下、足袋、帽子、手袋、着物　等

身の回り品 ハンカチ、かばん、傘及び杖、扇子及びうちわ、時計　等

履物 革靴、ゴム製履物、プラスチック製履物　等

家庭用繊維製品 床敷物、寝具、クッション、カーテン　等

家具 たんす、戸棚、テーブル、いす、暖房機器　等

娯楽装置及びがん具 室内娯楽用具、がん具及び人形　等

楽器 管楽器、弦楽器、打楽器　等

スポーツ用具 野球・ソフトボール用具、バスケットボール用具　等

自転車 自転車、自転車部品及び付属品　等

電化製品 テレビ、洗濯機、エアコン　等

詳しくは佐賀県ホームページまで　
　http://www.pref.saga.lg.jp/web/kurashi/_1262/_33043/syuuriyasan.html

登録の対象となる日用品（例）
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公益財団法人
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景況NEWS
平成25年９〜10月分

　中央会では、県内3７業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告いただいた平成2５年９〜10月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（http://www2.chuokai.or.jp/keikyou.asp）からもご覧いただけます。

９月、10月の傾向

佐賀県内中小企業37業界の景況

　今期（９−１０月期）の景況調査結果について＜前月比＞ＤＩ（全業種）をみると、主要指標である「売上高」は９
月時調査で０．０、１０月時調査では１９．３となり、回復の動きを見せた。「収益状況」についてみると９月時にはマイナス
１２．９、１０月時はマイナス６．４となり、「売上高」回復に伴いわずかの改善傾向。しかし、「業界の景況」については、９
月時調査ではマイナス１２．９だったが、１０月時調査ではマイナス２２．６となり、逆にマイナス幅が拡大している。
　一方、今期の景況調査の結果について＜前年同月比＞ＤＩ（全業種）をみると、主要指標である「売上高」について
は９月時調査でマイナス９．６、１０月時調査では９．６となり、３月調査時から回復傾向が続いている。一方、「収益状況」
についてみると９月時にはマイナス１２．９、１０月時はマイナス２５．８となり、マイナス幅が拡大。しかしながら、全体の
業況判断である「業界の景況」は、９月時調査ではマイナス２９．０だったが、１０月時調査ではマイナス１６．２となり、前
期（７−８月期）調査からマイナス幅縮小の動きが続いている。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]-[減少]
32.3% 35.4% 32.3% 0.0% 29.0% 51.6% 19.4% 9.6%
41.9% 35.5% 22.6% 19.3% 41.9% 25.8% 32.3% 9.6%

在庫数量
[DI]=[減少]-[増加]

14.3% 71.4% 14.3% 0.0% 9.5% 76.2% 14.3% 4.8%
19.0% 66.7% 14.3% −4.7% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%

販売価格
[DI]=[上昇]-[低下]

9.7% 90.3% 0.0% 9.7% 9.7% 87.1% 3.2% 6.5%
9.7% 83.8% 6.5% 3.2% 16.1% 77.4% 6.5% 9.6%

取引条件
[DI]=[好転]-[悪化]

3.2% 96.8% 0.0% 3.2% 3.2% 90.3% 6.5% −3.3%
3.2% 87.1% 9.7% −6.5% 3.2% 80.7% 16.1% −12.9%

収益状況
[DI]=[好転]-[悪化]

6.5% 77.4% 16.1% −9.6% 6.5% 74.1% 19.4% −12.9%
9.7% 74.2% 16.1% −6.4% 12.9% 48.4% 38.7% −25.8%

資金繰り
[DI]=[好転]-[悪化]

6.5% 93.5% 0.0% 6.5% 3.2% 74.2% 22.6% −19.4%
6.5% 83.8% 9.7% −3.2% 3.2% 61.3% 35.5% −32.3%

設備操業度
[DI]=[上昇]-[低下]

7.1% 78.6% 14.3% −7.2% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%
14.3% 71.4% 14.3% 0.0% 7.1% 64.3% 28.6% −21.5%

雇用人員
[DI]=[増加]-[減少]

0.0% 96.8% 3.2% −3.2% 0.0% 93.5% 6.5% −6.5%
3.2% 90.3% 6.5% −3.3% 3.2% 83.9% 12.9% −9.7%

業界の景況
[DI]=[好転]-[悪化]

3.2% 80.7% 16.1% −12.9% 6.5% 58.0% 35.5% −29.0%
3.2% 71.0% 25.8% −22.6% 16.1% 51.6% 32.3% −16.2%

●DI［景気動向指数］値（全業種） 上段が９月分、下段が10月分

（調査票取りまとめ：平成２５年11月８日　情報連絡員総数３７名：９月回答数３1名：回答率８３．８％、1０月回答数３1名：回答率　８３．８％）

　 ＝良い（DI>30%）、　 ＝やや良い（30%≧DI＞10%)、　 ＝変わらない（10%≧DI＞-10%)
　 ＝やや悪い（-10%≧DI＞-30%)、　 ＝悪い(DI≦-30%)
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＜　業　界　通　信　＞
■佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏

　業況は横ばいだが、夏季時期猛暑が続き、お菓子の種類
にもよりますが売上が減少した組合員が多かったが、夏季
期間がすぎ売り上げは回復している。トータルでは横ばい。
　様々な要因（天候不順、円安、石油関係の高騰など）で
原材料価格が上がり、全体的な製造コストの増加で厳しい
環境になっている。原材料価格が今後下がる状況ではない
環境では、より差別化した付加価値の高い商品の開発など、
商品力・販売力・店舗力の強化が求められる。また、どの
ような形での価格の転嫁が可能なのか判断が難しいところ
であります。地域の実情は全国レベルでも似たような感じ
で、人口の減少、少子高齢化の中で経済が縮小構図で、ま
た大手コンビニのスイーツの台頭により競争が激化する感
じである。

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　大坪浩明　氏
　10月は、酒米が収穫される時期であるが、高温障害と害
虫の大発生のため予定数量よりかなり少なくなっている。
製造計画として前年より増産予定だった蔵元は製造計画の
変更を余儀なくされており、せっかく輸出を考えての増産
だったと思いますが組合としても非常に残念であります。
また、来年春の佐賀県原産地呼称管理制度認定会出品酒へ
の影響も心配されます。

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　井上真一郎　氏
　10月は九州３県、福岡・鹿児島・熊本で茶見本市が開
催されたが、各県とも前年販売額が10％〜３％と落ち込
んだ。10月上旬の天候が良すぎ、平均気温が高かった為、
進物用、また年末用のリーフ茶の需要が減少してきており、
前年以上に苦戦したもようである。今月の後半からは朝夕
いくらか気温が下がって秋らしくなってきたが、消費者の
動向今ひとつ盛り上がりに欠けているように感じる。販売
規格力を高めて売上げ増大に努めるようにして、九州から
販売需要に向けて発信する必要がありそうだ。

■佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事　百武龍太郎　氏
　共販は前年比71％であった。共販撤退商社の分を差し引
いても20％弱と低迷した。ただ、一昨年同期とでは98％
とほぼ同水準である。しかし、目新しい物件が乏しく、年
末に向けての需要喚起を期待している。

■肥前陶土工業協同組合　事務局　一ノ瀬秀治　氏
　10月の陶土共同販売高は、対前年同月比約94％、対前
月比約103％で推移する見込み。対前年同月比５％前後の
ダウンが続いており、流れは変わっていない。組合事務所・
組合員事業所（工場）の老朽化、設備の修理や更新、高齢
化による労働力低下や後継者問題等厳しい課題が多い。
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■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤雅友　氏
　前月比108．46％、前年比94．21％。秋の行楽シーズン
で需要期を迎え期待感も膨らむ中、各社にバラツキがみら
れ全体的に動きは低調である。一般食器、カタログギフト
などの動きに比べ業務用の動きが鈍い。

■佐賀青果食品協同組合　理事長　岩永敏機　氏
　10月は次々と台風が発生して日本本土に多大な被害を
被った。野菜はほぼ全品が減収穫となり、また配送も滞っ
て供給不足となり、高値が続いた。ブドウの入荷はほぼ終
わり、柿の入荷は増えて、りんごも色々と出回ってきた。
みかんは今年が表年にあたり、入荷も増えてきた。今年の
夏は雨が少なかったので、糖度が高くなっている。果物売
場はすっかり秋色となってきた。しかし上記の理由で生活
必需品の野菜の売上がはかばかしくなく、青果業界は低迷
している。

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　行武文英　氏
　全軽協の集計によると、平成24年３月末現在の世帯当
たり軽四輪車の普及台数は100世帯に51．8台と、昨年の
51．0台からさらに0．8台普及が進んだ。地域別に見ると世
帯当たり普及率が高いのは（１）佐賀県（２）鳥取県（３）
島根県、（４）山形県、（５）長野県の順となっている。反
対に普及率が低いのは（１）東京都（２）神奈川県（３）
大阪府（４）埼玉県（５）千葉県の順となっている。佐賀
県はこの統計の発表を開始した昭和61年以来初めて、世帯
当たりの軽四輪車の普及率が１位となった。また、最高の
佐賀県（100世帯に100．2台）最低の東京都（100世帯に
11．3台）では、９倍近い大差がついている。

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　佐賀組合では、今のところ耳にすることはありませんが、
最近うちに出入りしている業者によると、３軒の廃業が出
た事を聞かされました。理由として後継者不足、仕事減少。
この二つにどの業界も頭が痛い状況は同じではないでしょ
うか…。

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　売上は昨年に比べ増加したが、要因はキャンペーン等の
経営努力によるものである。店舗改装のための資金相談が
例年に比べ多くなってきた。

■唐津市旅館協同組合　理事長　立花研一郎　氏
　10月は秋の行楽シーズンがそろそろ始まる月であるが、
出足はあまり良くなく、９月とほぼ同等の景況となった。
前年と比べてお客さまの数はほぼ同等か多少の増加ではあ
るが、客単価が低下傾向にあり、売上は前年とほぼ同様と
いう景況感である。
　９月20日より11月４日まで名護屋城博物館で企画展が

行われており、当組合の施設にお客さまに渡す入場割引券
の配布があったが、思ったほどはけなかった。また、それ
に併せて当組合では太閤塩釜焼をメインに料理企画を行っ
たが、これもあまり売れ行きは良くなかったようだ。昨年
と同じく11月15日より薬膳料理の企画を行うようにして
いる。プロモーションをしっかりして誘客に努めたい。

■佐賀県建設工業協同組合　常務理事　前山利雄　氏
　平成25年９月の前年月比は件数が19．6％、請負額
39．5％とともに急増し、累計での比較は件数が14．7％増、
請負額は30．1％増となっている。また、前月比で見ると
先月はマイナスであったが、件数が42．9％増、請負額は
38．8％増と大幅に増加していることから、前年度の繰越し
と合わせて当該年度の工事発注が本格化したものと考えら
れる。
　一方、県内の昨年の住宅着工は最終累計の件数が5．0％
増、請負額は10．6％増と前年を上回った。今年の前年月
比は４月からはプラスとなり、７月は一時的にマイナスと
なっていたが、８月・９月と２カ月間も増が続き、件数
で55．7％増、請負額が1．8％増となって、累計では件数が
23．7％増、請負額は6．7％増と前年を上回っている。
　なお、公共事業は経済対策分の発注を終え、当該年度の
発注が本格化してきたことが窺われ、今後は労務者の不足
に伴う労務単価の値上げや資材の高騰を見守っていきたい。
　また、民間の動向に左右される住宅着工は、アベノミク
スへの期待と消費税の引上げに伴う駆け込みの現象とも考
えられる。

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　業況は、高い需要が継続している。年度末にかけて仕事
量が増加する傾向であり、受注単価も上向いている。しか
し、材料・副資材費も上昇している。稼働率は組合員各社
90〜100％の高い率で推移している。企業の中には120〜
140％のところもあり、繁忙状態が出ている。問題点とし
ては、仕事量が多い状況なので、各企業の生産能力を超え
ており、工期に間に合わせるため、早出・残業等が多くな
り経費が増加し利益減少の繁忙となっている。

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　志波弘道　氏
⑴ 車両の稼働率が高くなり、同業者間の求車に対し不足が

生じている。
⑵ 売上増にも拘らず景況悪化としているのは、業態悪化先

が増加傾向にあることによる。
⑶ 軽油など運送コストの高止まりに対し、如何に効率の良

い運送が出来るかが生命線となっている。
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編集雑記

これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会連携企画部までご一報ください！

◎2013サガ・ライトファンタジー
日　　時：〜１月30日（木）　
場　　所：佐賀市　佐賀駅南、唐人街かど広場など
お問合せ：佐賀市商業振興課　TEL0952−40−7100
概　　要： 毎年恒例のライトファンタジー。今年は「さがに恋しよう！」をコンセプトにしたイベントに進化。公式

ホームページ（http://www.sagalf.jp/main/）も出来、無料で楽しめ豪華賞品がもらえるイベントなど、
さらに楽しめるライトファンタジーになりました。各スポットに点灯された150万球のＬＥＤ電球による
イルミネーションは、佐賀市シンボルロードを美しくも幻想的にライトアップしています。是非夜の佐賀
市中心部にもお出かけください。

◎諸富家具コレクション
日　　時：12月３日（火）〜12月８日（日）
場　　所：佐賀市　県立美術館
お問合せ：諸富家具振興協同組合　TEL0952−47−5097
概　　要： 諸富家具アート作品等の展示と家具作り技法が体験できます。入場は無料！佐賀の家具職人達の華麗な技

を堪能してみませんか？

◎呼子イカすクリスマス
日　　時：11月下旬〜12月下旬
場　　所：唐津市呼子町　呼子朝市通り
お問合せ：（社）唐津観光協会呼子支所　TEL0955−82−3426
概　　要： 呼子といえばイカ！ということで、海をイメージした大きなクリスマスツリーをメインに、イカにちなん

だクリスマスイベントを今年も開催します！こりゃ呼子にイカんと！

◎青年中央会・事務局代表者会・佐賀県商店街振興組合連合会合同講演会
日　　時：12月６日（金）　16：00〜
場　　所：佐賀市　マリターレ創世
お問合せ：中央会事務局（担当：連携企画部）　TEL0952−23−4598
概　　要： 講演テーマは「どん底からの脱出 〜愛を注いだワイン〜」。『ちっちゃいけど、世界一誇りにしたい会社』

の中で紹介された、経営危機に陥りながらも独自の経営哲学で経営再建を成し遂げた酒販会社・株式会社
あらきの代表取締役荒木孝昭氏をお招きして、その経験談を聞き、その後の懇親会ではワインのテイスティ
ング等について学びながら参加者間の交流を深めます。

中
央
会

組
合
等

　ついに師走です。昨年の今頃何を書いていたか、去年の文章を見てみると、
前回衆議院選挙への期待と不安が綴られていました。安倍政権誕生から１年、
期待先行型でアベノミクスに関しては未だ中小企業や地方の隅々にまで効果
が浸透してきているとは言えませんが、建設業をはじめとして、徐々にでは
ありますが（本会の調査で総合指標をみると）県内景気も上向き傾向が出て
きているようです。一方で、実態として多くの業種での末端の景況感に変化
はないのも現実です。政府主導の景気対策ではすくいきれない部分への経済
効果波及をアシストし、親方日の丸ではなく「下から景気の底上げ」を図る
ような、組合等経済団体等を基点とする「民間による景気対策」のようなも
のを考えて実践できればよいかもしれません。（Ｍ）

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.200
平成25年11月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒８４０-０８３１　佐賀市松原一丁目２番３５号

佐賀商工会館３階
TEL.０９５２-２３-４５９８			FAX.０９５２-２９-６５８０

URL	http://www.aile.or.jp　E-mail	staff@aile.or.jp
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